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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第53期

中間連結会計期間
第54期

中間連結会計期間
第53期

会計期間
自 2023年8月21日
至 2024年2月20日

自 2024年8月21日
至 2025年2月20日

自 2023年8月21日
至 2024年8月20日

売上高 (千円) 8,652,865 9,164,884 18,109,789

経常利益 (千円) 209,051 218,957 488,746

親会社株主に帰属する中間
(当期)純利益

(千円) 159,815 137,985 345,327

中間包括利益又は包括利益 (千円) 185,504 127,929 409,808

純資産額 (千円) 4,029,823 4,303,498 4,210,578

総資産額 (千円) 9,153,737 9,147,520 8,866,585

1株当たり中間(当期)純利益 (円) 29.41 25.32 63.50

潜在株式調整後1株当たり
中間(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 44.0 47.0 47.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △50,153 117,678 282,793

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △41,864 8,265 △143,747

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 547,550 87,699 △132,300

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(千円) 2,337,704 2,102,560 1,888,917
 

(注) 1．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

2．潜在株式調整後1株当たり中間(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

3. 連結子会社である株式会社青雲クラウンの業績は、多くの顧客の年度末及び年度始めにあたる当社第3四半

期連結会計期間以降に売上高が多く計上されるという季節的変動があります。
 

２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変更は

ありません。

 

EDINET提出書類

ケイティケイ株式会社(E02995)

半期報告書

 2/20



第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が

連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主

要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありませ

ん。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 業績の状況

当中間連結会計期間(2024年8月21日～2025年2月20日)におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の

効果もあって緩やかな回復がみられたものの、資源価格の高騰や物価の上昇基調など先行き不透明な事業環境が続い

ております。

このような環境の中、当社グループはビジョンである「Change the office mirai」の実現と中長期の成長を目指し

て新たに策定した中期経営計画「Growth Plan 2027」に沿って、サプライ事業を基盤事業、ITソリューション事業を

成長事業と位置付け、グループ会社を挙げて重点施策を推進してまいりました。

当中間連結会計期間においては、PC販売等が好調のITソリューション事業が牽引し、前年同期比で増収増益となり

ました。なお、親会社株主に帰属する中間純利益については、前年同期は政策保有株式売却による特別利益計上の影

響が大きかったため、前年同期比で減益となっています。

これらの結果、当中間連結会計期間の売上高は9,164,884千円(前年同期比5.9％増)、営業利益は166,143千円(前年

同期比12.7％増)、経常利益は218,957千円(前年同期比4.7％増)、親会社株主に帰属する中間純利益は137,985千円(前

年同期比13.7％減)となりました。

 
指標

当期実績
(千円)

当初予想
 (千円)

当初予想比
 (％)

前期実績
 (千円)

前期比
 (％)

売上高 9,164,884 9,000,000 1.8 8,652,865 5.9

営業利益 166,143 170,000 △2.3 147,370 12.7

経常利益 218,957 220,000 △0.5 209,051 4.7

親会社株主に帰属
する中間純利益

137,985 140,000 △1.4 159,815 △13.7
 

 

なお、当社連結子会社である株式会社青雲クラウンの業績は、多くの顧客の年度末及び年度始めにあたる当社第3四

半期連結会計期間以降に売上高が多く計上されるという季節的変動があります。

 

　セグメント別の業績は次の通りであります。

(サプライ事業)

特に仕入商品の拡販が堅調に推移し、売上に貢献しました。一方で、売上構成比において利益率の高い自社製品の

割合が減少したことにより、セグメント利益は減益となりました。

　これらの結果、売上高は7,104,646千円(前年同期比2.0％増)、セグメント利益は375,323千円(前年同期比3.0％減)

となりました。
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(ITソリューション事業)

グループ全体におけるPC販売や大型案件が好調に推移したことで、売上・利益ともに増加しました。

　これらの結果、売上高は2,060,238千円(前年同期比22.1％増)、セグメント利益は68,830千円(前年同期比31.1％

増)となりました。 

 

(2) 財政状態の分析

当中間連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ280,934千円増加し、9,147,520千円となりまし

た。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ338,525千円増加し、6,091,518千円となりました。これは、主に現金及び預

金が170,321千円、受取手形及び売掛金が159,047千円増加したこと等によります。

 固定資産は、前連結会計年度末に比べ57,590千円減少し、3,056,002千円となりました。これは、有形固定資産が

26,703千円、無形固定資産が10,476千円、投資その他の資産が20,410千円減少したことによります。

流動負債は、前連結会計年度末に比べ219,991千円増加し、4,388,023千円となりました。これは、主に支払手形及

び買掛金が197,543千円、短期借入金が141,368千円増加し、電子記録債務が100,341千円減少したこと等によりま

す。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ31,976千円減少し、455,998千円となりました。これは、主に長期借入金が

9,498千円減少したこと等によります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ92,919千円増加し、4,303,498千円となりました。これは、主に利益剰余金が

94,435千円増加し、その他有価証券評価差額金が10,055千円減少したこと等によります。

 
(3) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という)は、前連結会計年度末に比べ213,642千

円増加し、2,102,560千円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果獲得した資金は、117,678千円(前中間連結会計期間は50,153千円の使用)となりました。収入の主

な要因は、税金等調整前中間純利益225,448千円であり、支出の主な要因は、売上債権の増加額159,047千円でありま

す。

 
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果獲得した資金は、8,265千円(前中間連結会計期間は41,864千円の使用)となりました。収入の主な

要因は、定期預金の払戻による収入48,132千円であり、支出の主な要因は、無形固定資産の取得による支出32,640千

円であります。

 
(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果獲得した資金は、87,699千円(前中間連結会計期間は547,550千円の獲得)となりました。収入の要

因は、短期借入金の純増額160,000千円であり、支出の主な要因は、長期借入金の返済による支出28,130千円、配当

金の支払額43,753千円であります。

 

(4) 経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。
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(5) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(6) 研究開発活動

当社グループでは、リサイクル新製品に関する研究開発活動を行っており、当中間連結会計期間の研究開発費は

6,319千円であります。

　なお、当中間連結会計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,000,000

計 12,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2025年2月20日)

提出日現在
発行数(株)

(2025年4月4日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,725,000 5,725,000

東京証券取引所
(スタンダード市場)
 名古屋証券取引所
 (メイン市場)

単元株式数は100株でありま
す。

計 5,725,000 5,725,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

 

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

   2025年2月20日 － 5,725 － 294,675 － 505,325
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(5) 【大株主の状況】

2025年2月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を除
く。)の総数に
対する所有
株式数の割合

(％)

青雲堂株式会社 名古屋市中区丸の内3丁目13－27 1,300 23.81

名古屋中小企業投資育成
株式会社 

名古屋市中村区名駅南1－16－30 399 7.31

いずも産業株式会社 島根県出雲市斐川町黒目1260－1 236 4.34

川島和之 岐阜県岐阜市 230 4.21

青山知広 東京都大田区 170 3.11

青山英生 名古屋市昭和区 155 2.85

青山深雪 名古屋市昭和区 130 2.38

株式会社あいち銀行 名古屋市中区栄3丁目14-12 105 1.92

厚東和寿 大阪府豊中市 100 1.83

中西京子 埼玉県草加市 89 1.64

計 － 2,916 53.41
 

(注) 1．発行済株式(自己株式を除く。)の総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下第3位を四捨五入しており

ます。

2．自己株式265,615株を保有しておりますが、上記大株主から除いております。

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2025年2月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 265,600
 

―
権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 5,456,500
 

54,565 同上

単元未満株式 普通株式 2,900
 

― 同上

発行済株式総数 5,725,000 ― ―

総株主の議決権 ― 54,565 ―
 

(注) 「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式15株を含んでおります。
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② 【自己株式等】

2025年2月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ケイティケイ株式会社

名古屋市東区泉
二丁目3番3号

265,600 ― 265,600 4.64

計 ― 265,600 ― 265,600 4.64
 

（注）当中間会計期間において、譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分に伴い、自己株式が15,698株減少した

ため、当中間会計期間末日の自己株式数は265,600株(単元未満株式15株を除く)となっております。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

1．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の5第1項の表の第1号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第1編

及び第3編の規定により第1種中間連結財務諸表を作成しております。

 
2．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、中間連結会計期間(2024年8月21日から2025年2月20日ま

で)に係る中間連結財務諸表について、五十鈴監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2024年８月20日)

当中間連結会計期間
(2025年２月20日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,262,092 2,432,413

  受取手形及び売掛金 2,585,036 2,744,083

  商品及び製品 675,182 709,322

  仕掛品 ─ 205

  原材料及び貯蔵品 115,786 110,920

  その他 116,709 96,308

  貸倒引当金 △1,813 △1,735

  流動資産合計 5,752,993 6,091,518

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 1,150,441 1,150,441

   その他（純額） 444,551 417,848

   有形固定資産合計 1,594,993 1,568,290

  無形固定資産   

   のれん 193,779 170,251

   その他 151,721 164,773

   無形固定資産合計 345,501 335,024

  投資その他の資産   

   その他 1,174,230 1,153,936

   貸倒引当金 △1,132 △1,249

   投資その他の資産合計 1,173,097 1,152,687

  固定資産合計 3,113,592 3,056,002

 資産合計 8,866,585 9,147,520
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2024年８月20日)

当中間連結会計期間
(2025年２月20日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,543,996 1,741,539

  電子記録債務 1,144,667 1,044,325

  短期借入金 852,666 994,034

  未払法人税等 82,915 89,058

  賞与引当金 78,604 76,866

  役員賞与引当金 15,720 ─

  株主優待引当金 17,306 8,796

  その他 432,155 433,403

  流動負債合計 4,168,032 4,388,023

 固定負債   

  長期借入金 44,428 34,930

  役員退職慰労引当金 37,647 30,484

  退職給付に係る負債 143,923 139,226

  その他 261,976 251,357

  固定負債合計 487,974 455,998

 負債合計 4,656,007 4,844,022

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 294,675 294,675

  資本剰余金 667,210 669,980

  利益剰余金 3,142,294 3,236,729

  自己株式 △103,790 △98,021

  株主資本合計 4,000,389 4,103,364

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 210,189 200,133

  その他の包括利益累計額合計 210,189 200,133

 純資産合計 4,210,578 4,303,498

負債純資産合計 8,866,585 9,147,520
 

EDINET提出書類

ケイティケイ株式会社(E02995)

半期報告書

11/20



(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2023年８月21日
　至 2024年２月20日)

当中間連結会計期間
(自 2024年８月21日
　至 2025年２月20日)

売上高 8,652,865 9,164,884

売上原価 6,610,864 7,022,760

売上総利益 2,042,000 2,142,124

販売費及び一般管理費 ※1  1,894,630 ※1  1,975,980

営業利益 147,370 166,143

営業外収益   

 受取利息 113 313

 受取配当金 20,083 15,904

 仕入割引 18,332 17,798

 受取家賃 22,645 22,505

 その他 5,108 3,595

 営業外収益合計 66,283 60,117

営業外費用   

 支払利息 2,771 4,736

 不動産管理費 1,764 2,116

 その他 67 451

 営業外費用合計 4,603 7,304

経常利益 209,051 218,957

特別利益   

 保険解約益 ─ 1,071

 投資有価証券売却益 28,209 5,766

 特別利益合計 28,209 6,838

特別損失   

 投資有価証券評価損 ─ 347

 固定資産除却損 217 0

 特別損失合計 217 347

税金等調整前中間純利益 237,043 225,448

法人税、住民税及び事業税 72,467 80,538

法人税等調整額 4,761 6,924

法人税等合計 77,228 87,462

中間純利益 159,815 137,985

親会社株主に帰属する中間純利益 159,815 137,985
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2023年８月21日
　至 2024年２月20日)

当中間連結会計期間
(自 2024年８月21日
　至 2025年２月20日)

中間純利益 159,815 137,985

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 25,688 △10,055

 その他の包括利益合計 25,688 △10,055

中間包括利益 185,504 127,929

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 185,504 127,929
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2023年８月21日
　至 2024年２月20日)

当中間連結会計期間
(自 2024年８月21日
　至 2025年２月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 237,043 225,448

 減価償却費 40,787 50,688

 のれん償却額 23,528 23,528

 株式報酬費用 5,000 4,369

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △252 37

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,609 △7,162

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △25,932 △15,720

 賞与引当金の増減額（△は減少） △3,852 △1,738

 株主優待引当金の増減額（△は減少） △3,973 △8,509

 受取利息及び受取配当金 △20,197 △16,218

 支払利息 2,771 4,736

 保険解約損益（△は益） ─ △1,071

 投資有価証券売却損益（△は益） △28,209 △5,766

 投資有価証券評価損益（△は益） ─ 347

 売上債権の増減額（△は増加） △160,556 △159,047

 棚卸資産の増減額（△は増加） △49,353 △29,478

 仕入債務の増減額（△は減少） 53,552 97,201

 その他 △26,436 10,496

 小計 46,530 172,140

 利息及び配当金の受取額 20,197 16,218

 利息の支払額 △2,758 △4,624

 法人税等の支払額 △114,122 △66,054

 営業活動によるキャッシュ・フロー △50,153 117,678

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △3,900 △4,810

 定期預金の払戻による収入 6,000 48,132

 有形固定資産の取得による支出 △27,276 △7,431

 無形固定資産の取得による支出 △44,662 △32,640

 投資有価証券の取得による支出 △8,212 △6,986

 投資有価証券の売却による収入 45,716 8,127

 差入保証金の差入による支出 △10,297 △5,642

 差入保証金の回収による収入 2,984 1,245

 保険積立金の積立による支出 △1,216 △1,168

 保険積立金の解約による収入 ─ 10,047

 長期前払費用の取得による支出 △967 △673

 その他 △31 66

 投資活動によるキャッシュ・フロー △41,864 8,265

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 620,000 160,000

 長期借入金の返済による支出 △31,650 △28,130

 配当金の支払額 △40,799 △43,753

 その他 ─ △417

 財務活動によるキャッシュ・フロー 547,550 87,699

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 455,532 213,642

現金及び現金同等物の期首残高 1,882,172 1,888,917

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※  2,337,704 ※  2,102,560
 

EDINET提出書類

ケイティケイ株式会社(E02995)

半期報告書

14/20



【注記事項】

(中間連結貸借対照表関係)

1　受取手形割引高

 
前連結会計年度
(2024年8月20日)

当中間連結会計期間
(2025年2月20日)

受取手形割引高 248,039千円 239,352千円
 

 

(中間連結損益計算書関係)

※1 販売費及び一般管理費のうちで主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
(自　2023年8月21日
 至　2024年2月20日)

当中間連結会計期間
(自　2024年8月21日
 至　2025年2月20日)

給与手当 512,574千円 559,023千円

賞与引当金繰入額 61,426千円 63,185千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,609千円 4,600千円

退職給付費用 25,201千円 28,282千円

株主優待引当金繰入額 6,000千円 6,000千円
 

　

 2 売上高の季節的変動

　前中間連結会計期間(自　2023年8月21日　至　2024年2月20日)及び当中間連結会計期間(自　2024年8月21日　

至　2025年2月20日)

　

当社の連結子会社である株式会社青雲クラウンでは、多くの顧客の年度末及び年度始めにあたる当社第3四半期連

結会計期間以降に売上高が多く計上されるという季節的変動があります。

　

(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間
(自　2023年8月21日
 至　2024年2月20日)

当中間連結会計期間
(自　2024年8月21日
 至　2025年2月20日)

現金及び預金 2,689,896千円 2,432,413千円

預入期間が3か月超の定期預金 △352,191千円 △329,853千円

現金及び現金同等物 2,337,704千円 2,102,560千円
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(株主資本等関係)

前中間連結会計期間(自　2023年8月21日　至　2024年2月20日)

1.　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年10月3日
取締役会

普通株式 40,703 7.5 2023年8月20日 2023年10月20日 利益剰余金
 

　

2. 基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年4月3日
取締役会

普通株式 43,549 8.0 2024年2月20日 2024年4月26日 利益剰余金
 

　

当中間連結会計期間(自　2024年8月21日　至　2025年2月20日)

1.　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年10月4日
取締役会

普通株式 43,549 8.0 2024年8月20日 2024年10月25日 利益剰余金
 

　

2. 基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年4月3日
取締役会

普通株式 46,404 8.5 2025年2月20日 2025年4月28日 利益剰余金
 

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

  前中間連結会計期間(自 2023年8月21日　至 2024年2月20日)

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

  (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額(注)1
中間連結損益
計算書計上額

(注)2サプライ事業
ITソリューショ

ン事業
計

売上高      

顧客との契約から生じる収益 6,966,211 1,686,653 8,652,865 ― 8,652,865

外部顧客への売上高 6,966,211 1,686,653 8,652,865 ― 8,652,865

セグメント間の内部売上高
又は振替高

15,636 86,858 102,495 △102,495 ―

計 6,981,848 1,773,512 8,755,361 △102,495 8,652,865

セグメント利益 386,830 52,508 439,338 △291,967 147,370
 

(注)1 セグメント利益の調整額△291,967千円は、セグメント間取引消去11,558千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△303,526千円であります。

     全社費用は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費であります。

   2 セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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  当中間連結会計期間(自 2024年8月21日　至 2025年2月20日)

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

  (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額(注)1
中間連結損益
計算書計上額

(注)2サプライ事業
ITソリューショ

ン事業
計

売上高      

顧客との契約から生じる収益 7,104,646 2,060,238 9,164,884 ― 9,164,884

外部顧客への売上高 7,104,646 2,060,238 9,164,884 ― 9,164,884

セグメント間の内部売上高
又は振替高

31,895 80,461 112,357 △112,357 ―

計 7,136,542 2,140,700 9,277,242 △112,357 9,164,884

セグメント利益 375,323 68,830 444,154 △278,010 166,143
 

(注)1 セグメント利益の調整額△278,010千円は、セグメント間取引消去15,854千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△293,864千円であります。

     全社費用は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費であります。

   2 セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
(収益認識関係)

 
顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項(セグメント情報等)」に記載のとおりであります。

 
(1株当たり情報)

1株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前中間連結会計期間
(自　2023年8月21日
至　2024年2月20日)

当中間連結会計期間
(自　2024年8月21日
至　2025年2月20日)

1株当たり中間純利益  29円41銭 25円32銭

(算定上の基礎)    

親会社株主に帰属する中間純利益 (千円) 159,815 137,985

普通株主に帰属しない金額 (千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
中間純利益

(千円) 159,815 137,985

普通株式の期中平均株式数 (株) 5,432,711 5,448,976
 

(注) 潜在株式調整後1株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

第54期（2024年8月21日から2025年8月20日まで）中間配当について、2025年4月3日開催の取締役会において、

2025年2月20日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                                46,404千円

②　１株当たりの金額      　                      8円50銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日   　2025年4月28日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

2025年4月4日

ケイティケイ株式会社

取締役会  御中

　

五十鈴監査法人

桑名事務所
 

　

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 岩   田   哲   也  

 

　

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 髙   士   雄   次  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているケイティケイ株式

会社の2024年８月21日から2025年８月20日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年８月21日から2025年２月20

日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、

中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、ケイティケイ株式会社及び連結子会社の2025年２月20日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

 
中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付
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ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場

合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期

中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

いないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 
 

(注) 1．上記の期中レビュー報告書の原本は当社(半期報告書提出会社)が別途保管しております。

2．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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